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1.　プロジェクトの目的と概要

　本プロジェクトは，環境保全や環境教育に関する産

官学連携プロジェクトの実践を目的としている．近年，

大学の地域貢献はより強く求められるところとなって

おり，本プロジェクトの取り組みも環境保全活動や環

境教育を通した教育機関の地域貢献および研究実践と

位置付けている．

　本プロジェクトは環境保全や環境教育をベースとし

た研究プロジェクトであるが，本学部の特色を活かし，

情報教育や数理教育の要素を組み合わせた取り組みを

複数実施している．また，各イベントでは本学部学生

も多数参加しており，社会情報学部の特徴である融合

的な学びやプロジェクト学習を実践する場となってい

る．

2.　本年度の取組み

　本年度の参加・実施事業は以下の 3 つである .

　1.　さがみはら環境まつり [1]

　2.　さがまちカレッジこども体験講座 [2]

　　　「みんな一緒にエコ・プロちゃれんじ！」

　3.　相模原市農業まつり [3]

2-1.　さがみはら環境まつり概要

　「さがみはら環境まつり」は，地元企業，大学，環

境 NPO，相模原市が協働して環境問題を考えるイベ

ントであり，2025 年で 21 回目を迎える地域に根ざ

した環境イベントとなっている．

　環境まつりは，主催がさがみはら環境まつり実行委

員会であり，共催として相模原市や環境情報センター

が参加している．本プロジェクトメンバーは実行委員

会メンバーとして全体の運営にかかわり，主に実行委

員会企画（大学企画）を担当している．本学部学生も
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学生委員として実行委員会に参加しており，企画立案

から当日のブース運営まで幅広くイベントに関わって

いる．

　大学企画では，環境×情報をテーマに様々なブース

企画をたて実践している．複数分野にまたがる教員の

知見をベースに環境教育の実践のあり方を研究してい

る．　

2-2.　さがまちカレッジこども体験講座

「さがまちエコ・プロちゃれんじ！」概要

　さがまちカレッジこども体験講座「さがまちエコ・

プロちゃれんじ！」（以下 , さがまちこども講座）は，

さがまちコンソーシアム（公益社団法人 相模原・町

田大学地域コンソーシアム）が展開する「さがまちカ

レッジ」で開講される，こども向けの学習講座の一つ

である．本プロジェクトは，環境問題に関する学習と

ともにブロックプログラミング環境 Scratch に触れ

る経験を通して，環境問題を身近な問題として捉えつ

つ自由な発想でプログラミング作品を創作する講座を

展開している．さがまちコンソーシアムと連携するこ

とで，相模原市だけでなく町田市や近隣市のこども

たちにも参加の窓口を広げている．本講座の前身は，

2020 年度に実施した次世代の環境人材育成を目的と

した事業「さがみはらエコ・プロちゃれんじ」であり，

環境をテーマとした全国初のプログラミングコンテス

トとして注目された（本学部が運営事務局として企画・

運営を担当）． 

2-3.　相模原市農業まつり概要

　相模原市農業まつりは，「魅力と潤いのある都市農

業を目指して」をテーマとし，農家や相模原市の農業

の役割に対する理解と親しみを深めることを目的に開

催されているイベントであり，2025 年度で第 61 回

を数える歴史の長いイベントとなっている．今回は，

相模原市中央区と協働して行っている剪定枝の利活用

プロジェクトの一環として，剪定枝問題およびアップ

サイクルの認知度調査を行うことを目的として参加し

た．

3.　実施報告 1：
さがみはら環境まつり

3-1.　実施報告

　2025 年度の環境まつりは，下記の日時等で実施さ

れた．

　　日時：2025 年 6 月 15 日（日）

　　会場：サン・エールさがみはら

　　主催：さがみはら環境まつり実行委員会

　　共催：相模原市

　　来場者数：約 2,500 人

3-2.　企画１：ペットボトルキャップで

アップサイクル！

　大学企画①の実施要領は以下である．下記の事前予

約はすべて定員に達した． 

　　対象：小学生以上の子どもと保護者（各回 5 組）

　　所要時間：40 分

　　開始時間：① 12：00 ～　② 13：30 ～

　　　　　　　③ 15：00 ～

　本企画は，ペットボトルを素材としてオリジナルの

キーホルダーを作る環境ワークショップである．5 ミ

リほどのサイズにカットしたペットボトル素材を組み

合わせ，アイロンを使って形成する．最後に UV レ

ジンでコーティングする．

図 1　さがみはら環境まつりのチラシ
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　制作作業に入る前に，下図の講義資料を用い，環境

教育を実施した．プラスチック廃棄物問題の中でも社

会的関心の高いプラスチック系海洋廃棄物を導入部と

し，続いてアップサイクルの概念について，リユース

やリサイクルとの違いを示しながら説明を行った．ま

た，ペットボトルキャップがどのようにして素材に変

わったのかも説明した．

　UV レジンでのコーティングは学生スタッフが作業

したため，その待ち時間を利用して環境クイズやアン

ケートを実施した．

3-3.　企画２：アップサイクルガチャガチャ

　大学企画ブースにおいて，ペットボトルキャップを

用いて回すことのできるガチャガチャを制作し，デモ

展示を行った．本制作では，オープンソースとして

公開されているデータ [4] を活用し，素材にあわせた

データ加工を行い，レーザー加工機および 3D プリン

タを用いて制作を行った．制作にあたっては，学生が

デジタル工作機器の扱いを学び，データ調整や加工条

件の検討を行いながら，試行錯誤を通して制作を進め

た．躯体には，コロナ禍において大学内で使用されて

いたアクリルパーテーションを再利用したアクリル素

材を用いている．

図 2　作品のイメージ

図 3　配布資料の一部

図 4　ワークショップの様子

図 5　制作の様子
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4. 実実施施報報告告２２：：ささががままちちカカレレッッジジここどどもも体体験験
講講座座「「ささががままちちエエココ・・ププロロちちゃゃれれんんじじ！！」」 

4.1 実実施施報報告告 
 さがまちカレッジ子ども体験講座「さがまちエコ・プロ

ちゃれんじ」は，下記の日時等で実施された． 
  日時：2025年 12月 6日（土）13:00 - 16:00 
  会場：青山学院大学相模原キャンパス N 203 

  対象：小学 4～6年生とその保護者・中学生（16組） 
   
4.2 講講座座内内容容 
 本講座は，環境について考え，プログラミングを通して

表現することを目的とした体験講座である．講座内で，環

境をテーマとしたプログラミング作品を制作し，参加者同

士で共有しあう．親子での参加とし，子だけでなく保護者

も同様に取り組む． 
 講座は，プログラミング体験パートと環境学習パートの

2つから構成されている． 
プログラミング体験パートでは，Scratchの拡張機能とし

て開発した刺しゅうデータ作成機能を組み込んだプログラ

ミング環境[5]を用い，タートルグラフィックスによるデザ
イン作成と，デジタル刺しゅうミシンによる刺しゅうを行

った．環境学習パートとの接続を意識し，刺しゅうに用い

る布には Tシャツの端切れを使用した．画面内で作成した
デザインが実世界に再現され，触れることのできる成果物

となる体験を通して，プログラミングが現実世界のものづ

くりにつながることを理解し，プログラミングを身近で楽

しいものとして捉えてもらうことを狙いとした． 
 2 つめのパートとして，環境に関する学習を行った．本
講義では，小学生とその保護者を対象に，「古着のゆくえ」

をテーマとして，衣類を例に資源循環と環境問題の仕組み
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4.　実施報告２：
さがまちカレッジこども体験講座

「さがまちエコ・プロちゃれんじ！」

4-1.　実施報告

　さがまちカレッジ子ども体験講座「さがまちエコ・

プロちゃれんじ」は，下記の日時等で実施された．

　　日時：2025 年 12 月 6 日（土）13:00 - 16:00

　　会場：青山学院大学相模原キャンパス N 203

　　対象：小学4 ～ 6年生とその保護者・中学生（16組）

4-2.　講座内容

　本講座は，環境について考え，プログラミングを通

して表現することを目的とした体験講座である．講座

内で，環境をテーマとしたプログラミング作品を制作

し，参加者同士で共有しあう．親子での参加とし，子

どもだけでなく保護者も同様に取り組む．

　講座は，プログラミング体験パートと環境学習パー

トの 2 つから構成されている．

　プログラミング体験パートでは，Scratch の拡張

機能として開発した刺しゅうデータ作成機能を組み

込んだプログラミング環境 [5] を用い，タートルグラ

フィックスによるデザイン作成と，デジタル刺しゅう

ミシンによる刺しゅうを行った．環境学習パートとの

接続を意識し，刺しゅうに用いる布には T シャツの

端切れを使用した．画面内で作成したデザインが実世

界に再現され，触れることのできる成果物となる体験

を通して，プログラミングが現実世界のものづくりに

つながることを理解し，プログラミングを身近で楽し

いものとして捉えてもらうことを狙いとした．

　2 つめのパートでは，環境に関する学習として，「古

着のゆくえ」をテーマに，衣類の資源循環の仕組みを

解説した．不要になった衣類には，国内でのリユース，

海外への輸出，焼却・埋立などの行き先があることを

示し，国内の回収や資源化の仕組みを紹介した．さら

に，貿易統計を用いて古着の輸出先の変化を説明し，

中国の輸入規制などの政策が資源の流れに影響を与え

ていることを解説した．最後に，需要と供給によって

資源とごみの扱いが変わること，分別やアップサイク

ルによって新たな価値を生み出せることを示し，資源

を見つける視点を持つことの重要性を伝えた．

4-3.　作品発表会の様子

　プログラミングパートで制作した作品については，

子どもとその保護者がそれぞれ作品制作に取り組み，

講座のまとめとして，親子同士で発表し合う時間を設

けた．保護者が自身の作品制作に集中して取り組んで

いたことにより，子どもと学習者として同じ目線で関

わる様子が見られた．その結果，「この部分はどう作っ

ているの？」といった，プログラムの構造や考え方に

踏み込んだ質問が保護者から自発的に生まれていた点

が印象的であった．保護者が学習活動に参加し，自身

も制作を経験することにより，子どもの学びは一方的

に見守られる対象から，親子で共有される体験へと変

化する．その結果，対話の質が高まり，思考過程の言

語化や試行錯誤を重視した学びが促進されるとともに，
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して制作を進めた．躯体には，コロナ禍において大学内で
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リル素材を用いている． 
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学習内容が家庭へと持ち帰られやすくなることが示唆

された．

5.　実施報告３：
相模原市農業まつり

5-1.　概要

　本年度は，相模原市中央区と協働して行っている剪

定枝の利活用プロジェクトの一環として，アップサイ

クルに関する意識調査を行うことを目的として参加し

た．概要は以下の通りである .

　　日時：2025 年 11 月 9 日（日）

　　会場：淵野辺公園中央広場

5-2.　実施内容

　現在，相模原市内で発生する剪定枝は焼却処理され

ている．一方，剪定枝を炭化し，バイオ炭として利活

用する方法にも関心が集まっている．バイオ炭を土壌

に施用することで，炭素を長期間固定することによる

CO2 削減効果や，保水性・通気性の向上といった土

壌改良効果が期待されるからである．

　そこで本プロジェクトでは，剪定枝問題や炭化に関

する認知度を測るためにアンケート調査をすることと

した．また，アンケートの回収率をあげるとともに，

剪定枝問題そのものへの関心を喚起することを目的と

して，剪定枝を用いたオリジナルキーホルダーを作成

することにした．

　キーホルダーの作成手順は以下の通りである．剪定

枝は市内ワイナリーよりご提供いただいた．剪定枝の

外樹皮を取り除き，十分に乾燥させたのち，エポキシ

レジンで形成している．最後にヤスリで形を整えてい

る．全部で 110 個ほど作成し，農業まつりにてアン

ケート回答者に 100 個ほど配布した．

　また，今回の取り組みの理解を促進するため，ポス

ターを作成した．ブースにて掲示するとともに印刷物

としても配布した．

図 8　完成した作品

図 9　相模原市農業まつり チラシ

図 10　キーホルダー作成手順
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を作成した。ブースにて掲示するとともに印刷物としても

配布した。 
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5-3.　剪定枝の炭化プロジェクト

　剪定枝の炭化の実証実験に向け，本プロジェクト内

で新しいプロジェクトを立ち上げ，関係各所と打ち合

わせを進めている．来年度以降も継続して検討を進め

る．

6.　来年度に向けて

　来年度のさがみはら環境まつりに向け，学生実行委

員の募集，担当ブースのアイデア出し，ノベルティの

試作などを行なっている．また，剪定枝の炭化プロジェ

クトの次年度の実証実験に向けて検討を進めている．
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[5] 刺しゅうデータ作成拡張機能を追加した Scratch,  https://scratch.sugiura-lab.jp/（参照 2026.02.08）

　アンケート結果の一部を抜粋したものが下図である．

もともとの認知度は低いものの，今回のイベントを通
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より高い関心を持ってもらうためには，座学やワーク

ショップなどの取り組みが必要であると思われる．
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剪定枝の利活用について、
もともとどれくらい知っていましたか？

初めて聞いた

78 (80.4%)

聞いたことがある

16 (16.5%)

簡単な説明ができる

2 (2.1%)

詳しく説明できる

1 (1.0%)

このイベントを通して、剪定枝への関心が
高まりましたか？（５：とても高まった）


